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本レポートは、ＮＥＣパーソナルコンピュータ株式会社の2024年度
（2024年4月~2025年3月）に行った活動を中心にまとめました。
（一部継続して行っている活動も含んでいます。）
環境活動のページでは、当社における環境活動がSDGsのどのよう
な目標達成に貢献するかを関連づけてご紹介しています。



会社概要

社 名 ： ＮＥＣパーソナルコンピュータ株式会社

所 在 地 ： 〒101-0021 東京都千代田区外神田4丁目14番1号
（秋葉原UDX）

営 業 開 始 ： 2011年(平成23年)7月1日

代 表 者 ： 代表取締役 執行役員社長 檜山 太郎

開 発 生 産 拠 点 ： 米沢事業場(山形県米沢市)

保守サポート拠点： 群馬事業場(群馬県太田市)

事 業 内 容 ：１)パソコンの商品企画・開発・製造
２)パソコンおよび周辺機器の販売・故障診断・修理
３)パソコンのリユース

取 扱 商 品
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環境理念・行動指針

ISO14001認証

■行動指針
１.事業活動全域において、次の事項を重点テーマとして取り組み、当社及びお客さ

まにおける環境負荷低減と地球温暖化防止につとめます。
①開発段階での、ライフサイクル全般における評価を行うことによる環境負荷の

         少ない商品づくりの推進。
②生産段階での、廃棄物の削減と効率化による省エネルギー活動の推進。
③販売、保守の段階での、環境に配慮した商品/サービスの提供。
④回収/リサイクルの段階での、再利用化/再資源化の推進。

２.環境関連法及び規制の順守はもとより、その他の要求事項を考慮した自主管理基準
    を設定し、継続的な環境改善と汚染の予防につとめます。
３.環境方針を実現するための具体的な目的・目標を設定すると共に、定期的にレ
    ビューし、継続的な改善につとめます。
４.環境方針を全従業員に周知し、教育・啓発活動を推進して環境意識の向上につとめ
    ます。
５.環境方針や活動状況を積極的に情報公開し、地域との交流・コニュミケーションを
    図りながら社会および生物多様性保全への貢献につとめます。

■環境理念
ＮＥＣパーソナルコンピュータは、環境との調和を経営の最高課題の一つとし、
パソコン及び関連機器の開発、生産、販売、保守、回収／リサイクルに至るまで
の事業活動全域で全員参加の環境経営活動を推進します。

当社は、1996年の認証取得以来、環境負荷低減活動の推進により、認証を継続してい
ます。

認証サイト：米沢事業場、群馬事業場
審査機関 ：ビューローベリタスジャパン株式会社
認証番号 ：JP024241
初回認証日：2011年12月22日

（2011年にビューローベリタスジャパン

に認証機関を変更）
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エコ・ファースト活動の推進

当社は、2008年7月、パソコン業界初の認定企業となりました。
2022年10月には、会社の改編や環境動向をふまえて、約束内容
を更新し、エコ・ファースト企業として活動を推進しています。

｢エコ･ファーストの約束｣の中で約束した“3つの視点（地球温暖化の防止･循環型社
会の形成･従業員の環境意識の向上）”での取り組みにより、地球環境の保全に一丸
となって努めました。取り組みの進捗状況を報告します。
取り組みの詳細につきましては、次ページ以降のレポートの中で紹介していますの
でご参照ください。

「エコ・ファースト制度」とは
企業が、環境大臣に対して、自らの環境に関する取り組みを約束し、環境省が、環
境について「先進的、独自的でかつ業界をリードするような事業活動」を行ってい
る企業である、と認定する制度。
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製品の環境配慮設計

環境活動の紹介

当社では、LCA（ライフサイクルアセスメント）、製品の環境アセスメントおよび
部品のグリーン調達を実施し、省エネ、省資源など環境に配慮した製品づくりに取
り組んでいます。

＜循環型材料の使用による資源循環および省資源の推進＞

ポストコンシューマ材は一度市場に出回ったものから排出される材料です。
製造工程における廃棄物の流れから取り出された材料（プレコンシューマ材）と
比べ、より資源循環へ貢献することができます。

●ポストコンシューマ材のプラスチックをバッテリケース材およびACアダプタケース材
からキーボードキャップ、スピーカーボックスへ採用を拡大

＜省エネ設計＞

・省エネ法基準
・国際エネルギースタープログラム基準

2021年4月施行の最新基準に対応
・エコマーク 最新Version3に対応

●第三者機関の省エネ基準を達成

＜低温はんだ使用によるCO2の削減＞

低温はんだ(LTS：Low Temperature Solder)は、従来の鉛フリーはんだと比べて
融点が約70℃も低く、リフロー設備の温度（消費電力）を低減できるため、CO2削減
につながります。

*現時点での対象機種は、2025年上期新商品VersaPro タイプVY、LAVIE Direct NEXTREME

●マザーボード製造工程で低温はんだを採用*
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●群馬事業場 空調機更新

・エネルギー削減量：原油換算 9KL/年 （従来比 10%削減）
・ランニングコスト削減額：110万円/年（従来比 10%削減）

●米沢事業場 建屋開口部の省エネ対策推進

・エネルギー削減量：原油換算 7.4KL/年（従来比16%削減）
・ランニングコスト削減額：30万円/年 （従来比16%削減）

●米沢事業場 加湿器の更新

上部排煙窓ペアガラス化 下部窓二重サッシ･ペアガラス化

環境活動の紹介

事業場､オフィスの省エネルギー

各事業場やオフィスではきめこまかな節電施策や設備更新により、省エネルギーを
推進しています。

物流エネルギーの削減

梱包材の軽量化や積載効率の向上、修理装置の共同集荷（NECPC、Lenovo）等を
実施することにより、物流に関わるエネルギーの削減に努めています。

＜取り組み事例＞

ノートブックＰＣ用梱包部材の段ボールを3枚から
1枚へ削減、さらに縮小し軽量化を図ることにより、
物流によるＣＯ2排出量を低減しました。

梱包部材重量：5.5％削減／台 (275g→260g)

●ノートブックＰＣ梱包材削減によるエネルギー削減

06

＜Before＞ ＜After＞

重油焚き加湿蒸気供給方式 → 電気式加湿方式

事務フロア用

・エネルギー削減量：原油換算 33KL/年（従来比 13%削減）
・ランニングコスト削減額：443万円/年（従来比 13%削減）

【効果】※2024年度更新分Total 

修理フロア用



環境活動の紹介

●部品納入トラック便の削減

パソコンの生産に使用する部品は、近隣の倉庫から終日ジャストインタイムで事業
場に納品していましたが、残業時間（17:15以降）で使用する部品については、あ
らかじめ使用する部品の量を考慮し定時間内に前倒し納品、さらに休日出勤で使用
する部品についても一部を平日に前倒し納品することでトラック便の削減を図って
います。

●倉庫間トラック便の削減

部品を保管しているメイン倉庫のレイアウトの見直しにより保管スペースを拡大す
ることで、これまで別倉庫に保管していた部品を集約し、倉庫間トラック便の削減
を図っています。
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環境活動の紹介

リフレッシュＰＣの取り組み

当社では、2003年から「リフレッシュPC」の取り組みを開始しました。
リフレッシュPCとは、使わなくなった当社製のパソコンをお客さまから買い取り、
パソコンメーカーならではの技術で再生、新たにメーカー保証を付けて販売するも
のです。

製品の長寿命化

※新しくパソコンを製造する場合と比較すると、平均ノートパソコン1台につき73kg、
デスクトップパソコン1台につき101kgのCO2排出削減に寄与。（NEC調べ）

当社コールセンターや保守／修理部門において、お客様が使用するパソコンの
不具合を早期に解消し、製品の長寿命化を促進、廃棄物の抑制を推進しています。

＜取り組み事例＞

故障原因を調査するプログラムの開発や生産革新活
動により修理効率を向上させ、お客さまに早く確実
に商品をお返ししています。

●製品の長寿命化（修理効率の改善）
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環境活動の紹介

パソコン回収､リサイクルの推進

当社ＷＥＢサイトで家庭系パソコンの回収リサイクルおよび買取りに関する情報を
積極的に提供するとともに、パソコン３Ｒ推進協会等の業界活動にも参画し、家庭
系パソコン回収、リサイクルを推進しています。

化学物質管理

当社で開発しているすべてのパソコンが、J-Mossグリーンマーク*に適合していま
す。
生産／修理部門で使用する化学物質は、環境に負荷の少ないものへの代替を推進す
るともに、購入、使用量の管理を確実に行っています。

NEC LAVIE公式サイト

*J-Mossグリーンマーク：特定の化学物質が基準値以下の製品を示すマーク。

化学物質非含有状況のページ
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環境活動の紹介

従業員の環境意識啓発

アルミ缶・ペットボトルキャップを収集した売却益で未来を担う子どもたちへ絵本を贈呈する活動は、2015年から全社環境活動
施策として取り組んでおり、2024年で10年目を迎えました。ものを大切にする気持ちを教えてくれる絵本「もったいないばあさ
ん」シリーズおよび「プラスチックのうみ」のセットを、米沢、群馬事業場近隣の児童施設等へ寄贈しました。未来を担うお子さ
んたちの環境意識醸成に貢献するため、寄贈の際に、環境クイズ大会を実施しました。

アルミ缶･ペットボトルキャップの収集で子どもたちに絵本寄贈

〈群馬事業場〉

寄贈日：2024年12月12日

寄贈先：群馬県太田市 九合児童館

〈米沢事業場〉

寄贈日：2024年12月5日

寄贈先：山形県米沢市 九里幼稚園

当社では、様々な意識啓発活動を行い、従業員の環境意識の向上を図っています。
集合型のイベントのほか、WEBや動画配信などを積極的に活用した情報発信も継続
して実施しています。
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環境にやさしい企業の証として、毎年1本づつ樹木を大地に育ませ、
環境活動発展のモニュメントとしています。

＜米沢事業場＞
記念樹：しだれ桜

＜群馬事業場＞
記念樹：八重桜

全従業員向け教育環境月間記念植樹

環境月間・省エネ月間を中心に、最新の環境動向などをまとめたニュースレターを配信しています。
各地区の取り組みの様子がわかる動画や、省エネに関するクロスワードパズルなどもまじえて配信し、従業員からも好評です。

ニュースレターの配信（環境月間・省エネ月間）



環境活動の紹介

清掃ボランティア活動

近年、特に問題となっている“海洋ごみ”。
海洋ごみ削減に、社員が直接貢献できるような活動に取り組みたい、との思いから、
秋葉原・横浜勤務者の方を対象としたビーチクリーン活動を2022年から実施してい
ます。
また、海洋ごみの約７割は川から流れてくると言われています。
河川ゴミの削減につなげるため、同じく2022年から、米沢、群馬事業場では、例年
の会社周辺クリーン作戦に加え、近隣の河川敷等の清掃を行っています。

ビーチクリーン活動（鎌倉市由比ガ浜海岸）

河川周辺・会社周辺クリーン作戦
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（2024年度のビーチクリーン活動は、雨天のため残念ながら中止となりました。写真は2023年度の様子です）

＜群馬事業場＞＜米沢事業場＞



環境活動の紹介

生物多様性の保全

群馬県太田市では、金山*の環境保全を目的として、市民・企業・団体が参加し金山
清掃ボランティア活動を実施しています。
当社群馬事業場では、1984年から41年間継続してこのボランティア活動に取り組
んでいます。

*金山：群馬県太田市のシンボルとして親しまれている金山（かなやま）には赤松が自生しており、江戸時代には金山産のマ
ツタケを徳川将軍家に献上していました。

毎年、多数の従業員が参加しています！

当社がオーナーとなっている赤松の下草刈りと清掃を実施
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法順守

当社は、全ての事業場、オフィスに関係する環境関連の法律、条例、その他要求事
項を調査し、その順守状況について、定期的に確認を実施しています。
2024年度も関連する法律、条例の改正情報をチェック、特定したリストを更新のう
え、6月に順守評価を行い、問題がないことを確認しています。
なお、順守評価を行う担当者を対象に、最新の法改正情報等に関する知識を習得す
るための教育（順守評価者教育）を毎年実施し、必要な力量の確保を図っています。

また、米沢事業場、群馬事業場では、環境に著しい影響を生ずる可能性のある設備
について、緊急時対応訓練を行い、万一、事故等が発生した場合も、被害を最小限
にとどめるための手順を定期的に確認しています。

緊急時対応訓練の様子

●米沢事業場

＜ボイラ設備（異常排煙）＞ ＜重油地下タンク（重油漏洩）＞

●群馬事業場

＜合併処理浄化槽（放流水異常）＞ ＜最終放流口（放流水異常）＞
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〈集計対象：米沢 *UDX/群馬対象なし〉

重油使用量

主な環境負荷データの推移

Nox排出量 Sox排出量

電気使用量

〈集計対象：米沢/群馬/UDX/営業拠点〉

ガス使用量

〈集計対象：米沢/群馬 *UDX対象なし〉

水使用量

〈集計対象：米沢/群馬〉

温室効果ガス排出量

〈集計対象：米沢/群馬/UDX/営業拠点〉

廃棄物排出量

〈集計対象：米沢/群馬/UDX〉

排水量

〈集計対象：米沢/群馬〉

〈集計対象：米沢/群馬 *UDX対象なし〉 〈集計対象：米沢 *UDX/群馬対象なし〉
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*米沢事業場、群馬事業場での

再生可能エネルギー由来の電力導入により大幅に減少



発 行/２０２５年９月
お問合わせ先/事業支援部

 TEL：0276-38-1111

＜米沢事業場＞＜群馬事業場＞

事業場のグリーンカーテン
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